
資料③「23 年度・県女性起業家大賞 阿部さんに最高賞」 
 
 まだ大学 1 年生で 18 歳の私はアルコールを摂取することができないため、お酒の良さと
いうものがまだわかりませんが、「酒を飲まないとやっていられない」という風な言葉をテ
レビなどで耳にするたび、大人にとって、働く人にとって需要の高いものだということが容
易に想像することができます。 
 阿部さんのゲストハウス兼バーで製造されているアルコール飲料には、地元資源も有効
的に活用されており、県内外からここに寄った人たちに横手を味わってもらいながら疲れ
も回復できるような場所になっていると思います。女性が活躍できる社会というのは、公平
で配慮がある社会であると思うので、阿部さんには今後とも活躍に期待したいです。 


